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ペットの気持ち 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この画は昨年１０月、マーヤ１０周年記念祭にご家族で参加してくださった 

小学生みきちゃんの作品です。 

 

そのマーヤ１０周年記念祭で、≪愛犬ナッツとの死別から学んだこと≫ 

涙ながらに講演しました。ミニチュアシュナウザー・ナッツを失った飼い主 

としての悲しみ。病気を治せなかった治療家としての挫折感。 

今思い出しても涙腺が崩壊しそうです・・・泣 

 

そんな私を元気にしてくれたのが、みきちゃんのこの画でした。 

ナッツは雲の上で私たち家族を見ている。シルクとテンがそばにいる。そして 

何よりも、麻里ちゃんがいる  
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ナッツが亡くなった翌月、同じ犬種の 11 歳のテンを迎えました。 

保健所に収容された、いわゆる保護犬でした。白のシルクはナッツを迎えた 

2 年後に家族になりました。ナッツのお嫁さんが目的でしたが、夫婦ではなく

“兄妹”の関係でした。 

 

そのシルクは「おてんばな妹」。ナッツは「面倒見の良い兄」という関係で 

シルクには大したストレスはないだろうと思っていました。 

実際、ナッツが亡くなった後も変わりなく、新しくテンを迎えた後も 

「私が先住犬よ！」と言わんばかりの自己主張をしていましたから。 

 

しかしそのシルクが、数ヶ月前から様子がおかしくなりました。 

夜はいつもリビングにいて、食事中の私の足元でおねだりをしていたのですが

姿を消したのです。 

 

探しに行くと、洗面所や寝室の隅に隠れるようにいるのでした。 

リビングに連れ戻しても、また姿を消す・・・ 

 

「シルクのその行動にどんな意味があるのか？」 

 

それを知るべく、妻が今習っている、獣医師でアニマルコミュニケーター 

（動物通訳士）の先生のカウンセリングを受けることにしました。 

 

 

結果、 

7 年間シルクといっしょに過ごしてきて、その気持ちを分かってあげて 

いなかった・・・・決めつけていた・・・・猛省しました。 

 

 

暴言を吐く反抗期の子の気持ち。腹痛を訴えて不登校になった子の気持ち。 

きょうだいや友人と比較され、劣等感で落ち込んでいる子の気持ち。 

暗く笑顔のない両親を励まそうと、陽気に振る舞う子の気持ち。 

 

そうした人間の子どもたちの気持ちはわかる。しかし言葉で会話ができない 

ペットの気持ちを理解することは至難です。 

そしてどこかに「動物は人間以下」「深い思考などしていない」という蔑視が 

あったことも否めません。 

 

今回、特にペットを飼っていらっしゃるお客様のために＜シルクの気持ち＞ 

を公開いたします。人も動物も、〖認められたい存在〗なのです。 
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この写真のように洗面所の片隅に移動していました。 

その時、シルクは上記の気持ちでいたのでした・・・・（涙） 
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しかし！ 自責の念にかられ、落ち込んでいても何も変わりません！ 

先生から習った通りに、私はシルクに毎日語り続けました。（今でも） 

 

「お父さんは確かにナッツのことを今でも思っている。治せなかった自分が 

不甲斐なくて、大切な家族を失って今でも悲しくなる。それは許してくれ。 

シルクはナッツのお嫁さんとして迎えたけど、今となってはお父さんに 

とって、かけがえのない存在なんだ。シルクは我が家のアイドルだよ。 

お父さんもお母さんもシルクがいてくれるだけで、元気が出るんだ。 

だからいっしょにリビングに居てほしい。それがお父さんの願いだよ」 

 

 

先生から「思っているだけではダメです。必ず声に出して語りかけてください」 

アドバイスされました。正直、「犬がヒアリングできるの？」と思いましたが 

素直に信じて実行しました。 

 

すると・・・・・な、なんと！ 

翌日からシルクの行動が変わったのです！ 

以前のように 

リビングで過ごすようになったのです！＼(^o^)／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晩酌の時には私の足元にいるようになり     膝上に乗って甘えるようになった 

 

私はこの体験から確信しました。 

ペットにも気持ちがある。愛を持って語れば、伝わる。分かり合える。 

 

ペットにも子どもにも「心」がある。その気持ちを深く理解しようとせずに 

親の立場で決めつけて対処しがちです。ゆとりを失った親ほど。 

 

自分という存在が、家族に愛されている、認められている、役に立っている。 

そうした＜自己肯定感＞に満たされることが、ペットにも子どもにとっても 

一番の喜びなのです。 
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